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氏 名 田 村 文 香 
（論文審査の結果の要旨） 
本論文は、水中レーザーアブレーションによって生成するレーザープラズマの発光スペクトルと
プラズマの生成メカニズムに関する研究成果をまとめたものであり、得られた成果は次の通りで
ある。 
 
 １．ダブルパルス照射による水中レーザーアブレーションプラズマ中の原子の発光スペクトル
線をさまざまな照射条件について検討し、非常に低いエネルギーのパルスを用いた場合にプラズ
マ生成初期の連続スペクトル発光が著しく低減されることを見いだし、時間分解測定することな
く先鋭な発光スペクトル線を得ることに成功している。また、第 1 パルスは発光をほとんど誘起
することなく気泡を生成させ、第２パルスが気泡中でプラズマを生成させることにより先鋭な発
光スペクトル線が得られるというメカニズムを提案している。 
 
 ２．非常に低いエネルギーのパルスで構成されるパルス列で照射した場合、主として第１パル
スの効果だけで気泡の膨張収縮ダイナミックスが決定されており、第２パルス以降のパルスのエ
ネルギーは気泡の膨張にほとんど使われないことを明らかにしている。 
 
 ３．さまざまな時間プロファイルのパルスで照射した場合について、発光スペクトルの他、発
光強度の時間変化、生成する衝撃波の数を検討することにより、100 ns程度の時間持続的に照射
スポットにエネルギーを供給することが先鋭な発光スペクトル線を得るために重要であることを
明らかにしている。 
 
 ４．生成初期の気泡とプラズマの画像を測定し、パルス幅によるプラズマ生成メカニズムの違
いを検討した結果、パルス幅が短い場合にはプラズマはその生成初期に周囲の水によって急速に
冷却されるが、パルス幅が長い場合はこのような冷却効果が抑制され、それにともなって高い発
光強度のスペクトルが得られるというメカニズムを提案している。 
 
以上、本論文は、水中レーザーアブレーションによるレーザープラズマの生成メカニズムを解明
し、レーザー照射方法と発光スペクトルの関係を明らかにすることにより、水中その場レーザー
誘起ブレークダウン分光法の精度向上のための指針を与えるものであり、学術上、実際上寄与す
るところが少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと
認める。また、平成２７年２月２４日、論文内容とそれに関連した事項について試問
を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と
認めた。 
 なお、本論文は、京都大学学位規定第１４条第２項に該当するものと判断し、公表
に際しては、当該論文の全文に代えてその内容の要約したものとすることを認める。 
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